
■テぶれノート「社会」「理科」の紹介 

今回はテぶれノート「社会」「理科」を紹介します。 

社会・理科の特徴は、「歴史と地理」「電流と気象」のように、学ぶ内容が単元ごとに大きく違うと

いう点です。ですから、「今日は電流だけしっかり勉強しよう」のように、単元ごとに勉強ができると

いう意味で、取り組みやすい教科だと言えます。少しでも頑張れば結果に出やすい教科とも言えます

ので、ぜひ得意科目にできるといいですね。 

 

「社会・理科」も基本的な事柄は覚えていな

いといけません。①のように、１つ１つ語句と

その意味を整理しながら覚えていくのが有効

だと思います。また、②のように、覚え方（語

呂合わせ）をインターネットで調べるのも効

果的です。 

 

テストの解き直しはとても有効です。でき

れば、ただ解き直すだけではなく、③のノート

のように、そこから他の問題や語句などを派

生的に調べ、知識を点ではなく線や面のよう

に広げていくのがおすすめです。 

④のノートのように、「整理と対策」の同じ

ような問題を解き直すのも、もちろん効果的

です。 

 

⑤のノートは地震の計算問題をインターネ

ットで探し、ひたすら解いています。計算問題

は、数学と同様、理科もある程度パターンが決まっていますので、練習し計

算慣れするしかありません。また、必要以上に丁寧に書かず、途中の計算や

作図などを省略していないのも、よいノートのまとめ方です。 

 

さて、週明けはいよいよ第２回の確認テストです。１学期の「テぶれノー

ト」の成果が出るといいです。確認テストを夏休み中にしっかり分析し、次

の学習につなげていきましょう！ 

武生六中 進路だより 

令和４年 ７月 ８日（金） 
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 理科 自主勉強指導 「自由進度学習」  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                          

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

手ぶれノートを紹介している進路主任の「自習進度学習」授業

です。この日は、見学の先生も来校され、手ぶれノートの作り方、

プリントやタブレットの活用、学習素材の検索の仕方など、自分

たちで勉強するための学習を行っていました。 


